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1.はじめに
バングラデシュにおける貧困問題は深刻であるが,貧困層の大部分は農村部に集中して
おり,農家の所得向上は喫緊の課題と言える.本研究の目的は,バングラデシュの農家所
得向上の方策として,エビ養殖の可能性を探ることである.
バングラデシュは最貧国であると同時に,災害が多発する地域でもある.ロイター通信
〔10〕は, ｢エビ養殖で収入増-バングラデシュ洪水頻発地域の農家に光｣と題して,サ
イクロンや洪水の災害に強いエビ養殖業が農家の収入を向上させていると報じている.し
かし一方で,エビ養殖に使用する塩水の土壌浸水や,仕態系-の影響,健康リスク,持続
悼-の不安市といった,環境問題の側面からの批判も多い.
このようなェビ養殖について,先行研究では,経済面での影響について食料摂取,農家
の収入増加や女性の雇用増加,費用一便益構造といった観点からエビ養殖を評価した研究
が行われている(松田他〔6〕 , Ilo 〔5〕 , AbedinandKabir 〔1〕 ) .また,エビ養殖が
急激に普及することによる社会面での影響について, Kendhcは地主一小作の契約関係の変
化を指摘している.さらに,生態系-の影響についても多くの研究が行われている
(Apurba 〔2〕など) .しかしながら,このような影響が農村でどのように認識されて
いるのかといった視点からの実態調査はあまり行われていない.
そこで本稿では,バングラデシュのエビ養殖の可能性について,エビ養殖が農村に与え
た社会的･経済的影響について,特に貧困層-の影響と社会面･環境面での影響に着目し
た実態調査の結果を報告する.
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本稿の構成は以下の通りである.まず, 2節にて問題の背景としてエビの国際市場とエ
ビ養殖の概要について述べる.次に, 3節で調査地の地理的特性と調査方法,および回答
者の属性について確認する.その上で, 4節ではエビ養殖に対する住民の評価に関する地
域差について調査結果を述べる. 5節では以上をまとめ,今後の研究課題を述べる.
2.エビ養殖の概要
1)エビの国際市場
バングラデシュの一次産品輸出におけるエビの占める割合は高い.第1表は,バングラ
デシュの輸出を示している.この表においてエビの輸出は冷凍食品に分類され,その大部
分を占めているが,その値は冷凍食品以外の農産品全体よりも高く,約2倍に相当する.
第1表　バングラデシュの輸出量
全輸出収入額(100万ドル)　　全輸出収入額の割合(%)
_1---LrlI･+-　ー　TtIlli1--tqt1--
2008-09　2009-10　2010-11　2008-09　2009-10　2010-ll
一次産品　　　　693.79　　687.53　　958.98　　　4 46　　　4.24　　　4.18
1)冷凍食品　　464.79　　445.18　　625.04　　　2.99　　　2.75　　　2.73
2)農産品　　　228.97　　242.35　　333.94　　1.47　　　1.5　　1 46
工業製品　　14871.4 15517.12　219654　　95.54　　95.76　　95.82
その他　　　　　　544.4　　650.53　　741.09　　　3.5　　　4.01　　3 23
出所: Ministry of Finance of Bangladesh 〔7〕に基づき筆者作成
600
500
400
300
200
loo
0
88　　90　　93　　95　　2000　　01　　02　　03　　04
第1図　日･米,EUのエビ約人量の推移(1000t)
出所:農林中金総合研究所〔8〕
この背景には,世界のエビ需要の増加が挙げられる(第1図) .世界のエビ需要は増加
し続けており,日本においても, 1980年代にエビ輸入量が急増し, 1990年代後判こはエビ
の輸入量は急増し世界一のエビの消費国となった.また, EUやアメリカでも輸入量は増
加傾向にあり, 2007年のアメリカの消費量は日本の約2.5倍になるなど,近年はアメリカ
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が世界一のエビ消費国となっている(農林中金総合研究所〔8〕 ) ･また, EU-の輸出
も重要となっており, BUはバングラデシュから毎年2.5億ドル分のエビを輸入している
(Reuters 〔9〕 , Yunus 〔11〕 ) .
2)品種とGhaie農法
ェビは,汽水で養殖するエビと,淡水で養殖するエビに分けられる･汽水エビは,現地
語でBagdaと呼ばれ,ブラック･タイガーに代表される品種であり,ほぼ1年中養殖が可
能である.成長速度が速く, 2.5-3ケ月のサイクルで成長し,毎月収穫される･世界的に需
要が高く,人気があるため高価格で売れるが,塩水による影響など環境問題が懸念される･
淡水エビ(Golda)は2月～10月の間養殖され, 9ケ月で成長する･環境的リスクが少なく,
汽水域以外でも養殖が可能な.であるため,内陸部でも生産を行えるという特徴がある･
1970年から80年代中盤以降,バングラデシュではGher農法と呼ばれるエビ-稲作複合
作が普及し始めている(Gherは現地語で養殖池を意味する) ･この農法は･バゲルハット
県で少数の農民がエビ収穫後の養殖池で稲作を行ったことから始まった新たなェビ養殖の
試みであるが,他地域-も拡大している.
第3表エビ養殖の時期
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出所　エビについてBrojo 〔3〕 ,稲作について藤田〔4〕に基づき筆者作成
荏:聞き取りによれば調査地では汽水エビ養殖はほぼ1年中行っている
3.調査方法
1)調査村の概要
本研究で用いるデータは, 2012年8月31日から9月17日にかけてバングラデシュ南西
部,クルナ管区シャツキラ県(柵ulna Devision, Shatkira District)で実施した聞き取り調査
により収集された(図2).クルナ管区には,バングラデシュのエビ養殖関連で働く人口
の80%がいる(Brqjo 〔3〕 ) .
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図2　調査地の位置
(左:バングラデシュ全体,右:クルナ県の拡大図)
調査では,まず,シェムナゴール郡の役人とエビ養殖事業者でもある現地NGOの代表
者を対象に自由面接法による聞き取りを行い,当該地域のエビ養殖について概要を把握し
た.その上で,質問紙を用いた聞き取り調査を行った.聞き取り対象は,シャツキラ県,
シェムナゴール郡の3カ村(A村, D村, C村)と,カリゴンジ郡の1カ村(D村)のリー
ダーと農民,計41名である(第4表) .
第4表　調査村の概要
A村　　　　B村　　　　C村　　　　D村
1,立地
District (煤)　　　Shatkhira Shatkhira Shatkhira Shatkira
Sub-district(那) Shyamnagar Shyamnagar Shyamnagar Kaijga面
union(市)　　　Munshig0両　Munshigo巾　Buri糾ar朝　Holihonogar
2.村の規模
a.世帯数　　　　1 1 00　　　　400　　　　592　　　1 594
b.人数
全人数　　　　　5500　　　　2200　　　　2700　　　　8000
18歳以上　　　　3500　　　1372　　　1650　　　　2000
3.サンプル数　　　　　8　　　　　8　　　　15　　　　10
出所: 2012年調査に基づき筆者作成
調査対象となった村の世帯数は400～1594世帯であり,人口は2200～8000人となってい
る.これは,典型的なバングラデシュ農村の規模である.今回の調査は,当該地域での調
査実施可能性を知るための予備調査であっため,聞き取りを行った人数は41名に留まって
いる.
バングラデシュ南西部はエビ養殖が盛んな地域である.第5表は,今回の対象地域に含
まれる,シェムナゴール郡におけるエビ養殖の概要を示している.シェムナゴール郡では,
ほぼ全域でエビ養殖が行われているが,その農家当たり平均規模は0.26haから2.72haとな
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っている.調査対象のA村, B村は6行目のMunshigo埴市に位置する村であり,シェム
ナゴール郡の中でも特にエビ養殖が櫨んな市である･また, C村は, 9行目のBuhgualini
市内にあり, Munshigonji市と同様にエビ養殖が盛んな地域である(註l)
第5表
市名　　禁誓　養殖エリア(ha)農家当たり規模(ha)
1 Bhurulia
2　Kashimari
3　Shyamnagaor
4　Nurnagor
5　Koikhaii
6　Munshigo叩I
7　Ra叩annagOr
8 Ishripur
9　BuriguaIini
10 Atulia
ll Padmapukur
12　Gabura
310　　　　　　457_0
1286　　　　　1001 7
521　　　　　2800
878　　　　　　2245
2055　　　　　693.0
533　　　　　2063.5
562　　　　　1 529､5
403　　　　　　388.4
691　　　　　2046.7
1045　　　　1360-0
2204　　　　1691-8
3012　　　　　2923 2
7　8　4　6　4･7　2　6　6　0　7　74　7-0　クー3　00　7　9　9　3　7　9_　0　0　0　0　3　2　0　2　-　0　0
出所:群政府資料に基づき筆者作成
法･表中の数値は2010年のデータを,I-.'す
2)調査村の就業構造
第6表は,調査村の就業構造を示している.どの村も,農家が最も多数を占めているが･
この分類には専業農家のみならず,日雇い労働などの副業にも従事する複合労働者も多く
含まれる.
第6表　調査村の就業構造
労働者数(人)　　　　　　　割合(%)
A村　B村　C村　D村　　A村　B村　C村
農家(複合労働)
商人
自営業
2295　1252　1135　　950
700　　30　　200　　500
0　　　20　　20　　26
被雇用者　　　　　　　11 1　23　　50　　240
公務員　　　　　　　　　45　　20　　40　160
その他　　　　　　　　　350　　27　　205　125
合計　　　　　　　　　　3500 1372 1650　2000
656　91.3
2 .0　　2.2
0.0　　1.5
3.2　　1 7
1.3　　15
100　　2.0
100　100
688　47.5
12.1　25.0
1.2　1.3
3.0　12.0
2.4　　8.0
1 2.4　　6.3
100　100
出所･ 2012年調査に基づき筆者作成
調香地域におけるエビ関連での就業機会は, Ghale (養殖池)を保有するオーナー,およ
び,そこでの労働者と商人,エビ加二など関連会社-a)勤務などがあるが,大多数はGhale
での労働者である(第7表) .
A村, B村, C村はいずれも距離が近く,地理的条件はほぼ同じであるが, A村, C村では
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エビ養殖が盛んである.そのため, A村, C村での労働力人口の全体に占めるエビ関連での
従事者割合は約8割となっている. A村に隣接するB村では,過去にエビ養殖を行おうとし
た農家がいたが,技術不足のために失敗し,現在はエビ養殖があまり行われていないため,
エビ関連従事者の割合は1割未満である. D村は,他の村とは異なる県にあり,地理的に
はやや離れているが,やはりエビ養殖が盛んな地域であり,約2割の住民がエビ養殖関連
産業に従事している. D村におけるエビ養殖の重要性は, A･C村と比べると低いが, B村
よりは活発であるという状況であり,中間的な村と位置付けることができる.
第7表　エビ関連の従事者数
A村　B村　C村　D村
1.労働力人口　　　　　　　　　3500 1372 1650　2000
2.エビ関連従事者
GhaIe保有者･労働者
エビ商人
エビ関連会社
計
3.エビ関連の割合(%)
0　0　0　0　l.085　432-.300　0　5　3　4071922978.0　0　0　0　08　3　　　-　85　5　00　7　82952　2828 .2
出所: 2012年調査に基づき筆者作成
3)回答者属性と質問項目
第8表は,質問紙を用いた聞き取り調査-の回答者の属性を示している.回答者は,各
村ごとに8-15人, 30代～70代の男女であり,平均年齢は約40歳となっている.バングラ
デシュの教育水準は低く,識字率はどの村も約6割程度であり,回答者についても半数以
上は全く教育を受けていないか,初等教育を中退しているという状況である.
第8表　回答者の属性
A村　B村　C村　D村　全体
標本数(人)　　　　　　　8　　8　15　10　　41
平均年齢(歳)　　　　　42.0　46.1　35.5　40.2　40.0
女性回答数(人)　　　　　2　　2　　8　　0　12
教育水準(%)
小学校未満　　　　　50.0
小学校卒　　　　　　25.0
中学校卒　　　　　　12.5
高校以上　　　　　　12.5
7　(ノー0　(ノー3　2　2　25　1　2　　-0　0　0　00　0　0　07　　　　2　-i7　3　0　06　3　0　04　　-　　2　へノー0　-hJ　にJ 00 hノー7　05　1　3
出所: 2012年調査に基づき筆者作成
今回の調査では,以下の問題意識に基づき聞き取りを行った.
1)貧しい人,または土地なし農民は伝統的な漁業や共通資源-のアクセスを奪われ
ていないか,
2)エビ養殖の雇用によって誰が利益を得ているのか,
エビ養殖が農村社会に与える影響:バングラデシュ南西部クルナ管区の事例
3)ェビ養殖が地域における衝突の増加による環境的,社会経済的変化の原因になっ
ていないか.
このような観点から,調査地域の実態を把握するため,以下に示す6つの記述に関する
賛意に対する5段階の主観的評価(5:強くそう思う,から1:全くそう思わない)で回答
を得た.
1)村全体の経済効果: ｢エビ養殖は村全体の経済-良い効果がある. ｣
2)富裕層のみ享受: ｢エビ養殖の利益は富裕層だけが享受している. ｣
3)貧困層の生活改善: ｢エビ養殖は貧困層の佳活改善に役立っている. ｣
4)就労機会の制限: ｢最貧困層はエビ養殖関連の仕事に就く機会がない. ｣
5)エビ関連の問題: ｢村内でエビ養殖に関わるトラブルが発生することがある. ｣
6)環境-の悪影響: ｢エビ養殖により環境面での問題が起きている. ｣
質問では,まず,エビ養殖が村全体の経済-良い効果をもたらしているかどうかについ
て確認し,村-の経済効果が格差を生んでいないかという点に関連して2-4の質問を行い,
最後にエビ養殖に関連する社会面･環境面での問題について聞き取りを行った,
註1) D村については郡が異なるため(カリガンジ郡) ,今回の調査では第5表のような統計が得られな
かったが,郡政府によればシェムナゴール郡と同様にエビ養殖が盛んな地域である.
4.エビ養殖に対する住民の評価
1)貧困層への影響
第9表は,アンケート結果の概要を村ごとに示している.この結果より,エビ養殖から
利益を得られている程,その評価は高くなっていることがわかる.
第9表　アンケート結果の概要
A村　B村　C村　D村　全体
質問項目
1)村全体の経済効果
2)富裕層のみ享受
3)貧困層の生活改善
4)就労機会の制限
5)エビ関連の問題
6)環境への悪影響
標本数(人)
7　8　｣　7　4　6　-3　_　4　_　_　2 46　8　2　4　3　0　03　1　4　1L L,上　14　0　9　3　0　｣　54　十　4　十　十　3　~0　3　5　4　にJ oo　82　3　　-　　3　(ノー　4.0　9　9　0　0　4.(‥84　工　4　_　十　l‥
出所: 2012年調査に基づき筆者作成
まず,エビ養殖が村全体の経済-良い効果をもたらしているかどうかに関する回答に
ついてみると,エビ養殖に関わる住民が多い村(A村, C村)では,大多数が良い効果を
もたらしたと回答しており, ｢村全体の経済-良い効果がある｣こと-の賛意を表すスコ
ア(5:強くそう思う,からl:全くそう思わないの五段階評価)で　平均4点以上となっ
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ている.これに対し,過去にエビ養殖に失敗した経緯のあるB村では,現在はエビ養殖が
あまり行われていないため,住民の評価は低い(評価スコアは2.0) .
次に,村-の経済効果が格差を生んでいないかという点に関連して2-4の結果について,
特に,エビ養殖が盛んな地域(A村, C村)の回答結果を見ると,貧しい人々であっても,
ある程度の仕事の機会はあるということが読み取れる.つまり, ｢エビ養殖の利益は富裕
層だけが享受している. ｣とは思わず, ｢エビ養殖は貧困層の生活改善に役立ってい
る. ｣ことに賛意を示し, ｢最貧困層はエビ養殖関連の仕事に就く機会がない. ｣という
わけではない,という回答結果である.賛意の度合いは,エビ養殖が盛んであるほど肯定
的であり,エビ養殖が盛んなA村, C村で特に貧困層-も便益が行き渡っているという賛
意を示す回答となっている.若干エビ養殖が少ないD村では肯定的ではあるが数値は相対
的に低く,エビ養殖がほどんどないB村では否定的な意見が多く聞かれた.これは,養殖
池の建設や養殖池の見張り,収穫作業といった労働は,養殖池の数少ない場合には十分行
き渡らないためと考えられるが,特にB村では,養殖が盛んな村で就業機会が多いことに
対する羨望に近い意見も聞かれた.
2)社会面I　環境面への影響
上述の回答結果より,エビ養殖での雇用吸収能力には限界があるものの,貧しい人が雇
用機会から排除されているという状況ではないことが確認された.その上で,エビ養殖の
普及に伴い社会面,環境面での問題が発生していないかという点について結果を見ると,
これらについても大きな問題はないということがわかった.
まず,社会面について,村内でエビ養殖に関わるトラブルの有無についての質問結果は,
どの村でも低いスコアとなっており,特にエビ養殖が盛んなA村C村ではほぼ全員が全く
問題はノ生じていないと答えている.
環境面での設問5については,やや村ごとにばらつきがあり, A村とD村では何も問題
がないという回答が多く, B村とC村では,一部の住民が環境問題が発生していると回答
している.ここで,環境問題の内容として挙げられていたのは,塩水による建物の浸食が
ある,塩水により樹木が育ちにくくなる,といったものであり,もともと地域一一体が沿岸
部の塩分濃度の高い地域であるため,田畑の塩害などの問題については認識されておらず,
エビ養殖が大きな問題にはなっていない,との認識であった.
なお,調査地は過去にサイクロンによる浸水被害を受けた地域であるが,サイクロン通
過後の復旧･復興過程において,エビ養殖は稲作よりも早く復旧が完了し,早期に収入を
得る上で重要な役割を担ったことが聞き取りから確認された.
5.おわりに
本稿では,エビ養殖が急激に普及することによる影響が,農村でどのように認識されて
いるのかといった視点から,特に貧困層-の影響と社会面･環境面での影響に着目した調
査結果を報告した.
ェビ養殖が農村社会に与える影響:バングラデシュ南西部クルナ管区の事例
質問紙を用いた調査の結果,エビ養殖での雇用吸収能力には限界があるものの,貧しい
人が雇用機会から排除されているという状況ではないことが確認された.また,エビ養殖
の普及に伴う社会面,環境面での問題についても,調査地では特に発生していないことが
わかった.
以上の結果より,調査地においてはエビ養殖は経済効果も高く,特に社会･環境面での
問題を引き起こすわけではないのであれば,なぜェビ養殖を採用しないままの村も残って
いるのか,という点が新たな疑問である.調査での観察により,エビ養殖の普及度･収益
性が隣接する村(A村とB村)であっても大きく異なる場合があることが明らかとなった.
この要因について, B村の住人は可能であればェビ養殖を行いたいが,そのための方法が
わからない,として技術水準の地域差があることを理由として挙げていた.
技術の普及について,郡政府の水産部門を担当する職員によれば,エビ養殖など水産部
門の技術普及員は人数が不足しており(シェムナゴール郡では1名のみ) ,十分な指導が
行えていないと述べている.このような状況で,正確な養殖法を実践する村がエビ養殖の
利益を享受する一方,隣接する村ではそれを得られないという状況はなぜ発生しているの
か.この問題を解明するには,エビ養殖の技術普及過程を明らかにする必要があるが,こ
の点については今後の研究課類としたい.
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